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新成人を祝う会について 

 

１．民法改正に伴う「新成人を祝う会」の実施年齢について 

（１）現状 

  平成３０年度の民法改正に伴い、成年年齢が令和４年度（令和４年４月１日）より１８

歳となることが決まった。このことから、令和４年度以降の新成人を祝う会（以下、「成人

式」という。）については、会場の確保や着付けの予約などの準備もあることから、早い段

階で実施年齢について決定し、対象者等に周知する必要がある。 

 

（２）実施年齢について 

以下の理由により、民法改正以降の本区の成人式の実施年齢は、２０歳とする。 

（主な理由） 

・民法改正後も２０歳にならなければ認められない日常の権利があり、法的にも引き

続き重要な節目であるため。 

 ・成人＝２０歳というこれまでの社会通念があり、一般的であるため。 

 ・受験の時期と重なる可能性が低く、多くの対象者が式典に参加しやすいため。 

・新成人が参画する実行委員会を定期的に開催し、当日の運営・企画等に携わること

ができるため。 

 

（３）区民意識調査 

  令和元年度の「台東区民の意識調査」にて、成人式の対象年齢についての調査を実施。

調査結果では、半数を超える約５２％が２０歳が良いと回答している。（別紙１参照） 

 

（４）他区等の状況 

①２３区では、３区が２０歳開催を公表しているほか、大半の区で２０歳開催に向け検討

中である。また、市町村では公表済で１８歳にて開催としているのは三重県伊賀市のみ

で、それ以外はすべて２０歳開催としている。（別紙１参照） 

②日本財団が全国の１７歳～１９歳の男女を対象に実施した「１８歳意識調査（第７回 

成人式）」によると、回答者の約７４％が成人式の実施年齢は２０歳がふさわしいと回

答している。（別紙１参照） 
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２．令和３年新成人を祝う会の開催について 

（１）目的 

  当該年度に２０歳を迎える区民を対象に、成人の日を記念し、大人としての新たな門出

を祝し、将来を担う者としての自覚を促すとともに、豊かな人生を歩むべく激励する。 

 

（２）実施案 

  令和３年 新成人を祝う会は、区の新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを始め、

国や都のガイドライン等を遵守し、対策を確実に行ったうえで、以下の通り実施する。 

①開催日    令和３年１月１１日（月・祝）成人の日 

②開催場所   浅草公会堂 

 

 

 

③開催時間   第１回 午前１０時３０分～１１時３０分 

第２回 午後 ２時～ ３時 

  ④対象者    約１，３８０人（前年度出席率５３．７％） 

・第１回 浅草、桜橋、駒形中学校卒業生及び 

郵便区番号「１１１」（浅草郵便局管内）に居住する 

台東区立中学校卒業生以外の方 

（参加想定人数 約３８０人） 

          ・第２回 御徒町台東、柏葉、上野、忍岡中学校卒業生及び 

郵便区番号「１１０」（上野郵便局管内）に居住する 

台東区立中学校卒業生以外の方 

（参加想定人数 約４１０人） 

 

⑤実施内容   各回とも（例年より時間を短縮して実施） 

          ・式典            ２５分 

          ・恩師からのビデオレター等  ３５分 

 

３．スケジュール 

 令和２年１０月     民法改正に伴う新成人を祝う会対象年齢及び 

令和３年新成人を祝う会開催方法の周知 

（広報たいとう及びホームページ等で周知） 

 

 

 ※令和３年新成人を祝う会につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況

を踏まえ、集合形式での開催を中止し、オンライン形式で開催しました。 

 

 

令和２年７月８日現在 最大定員 

通常期 1,082人 

コロナ対策 529人 
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民法改正に伴う成人式についての区民意識調査等の状況 

 

１．令和元年度 台東区民の意識調査（成人式の対象年齢に関する調査） 

（調査概要） ・調査期間  令和元年７月８日～２９日 

        ・調査対象  区内在住の１８歳以上の男女個人 

        ・調査数   ２，０００人（有効回答１，１７６人） 

        ・調査結果   

 

 

 

 

 

 

 

２．２３区を含む他の自治体の状況 

  ２３区を含め全国的にも対象年齢に関して「検討中」としている市区町村が多い状況で

あるが、少しずつ結論を出す自治体が増えてきている状況である。 

（１）２３区の状況（令和２年６月現在） 

２０歳開催（公表済） ２０歳開催をベースに検討中 未定 

３区 １６区 ４区 

    ※公表済は、港区、足立区、江戸川区 

 

②２３区以外の市町村の状況（各自治体のホームページ等を参照） 

 ２０歳開催 １８歳開催 

東京都下 八王子市、立川市、武蔵野市、三鷹市、昭島市、

町田市、小平市、日野市、国分寺市、多摩市、

稲城市、羽村市、檜原村 

 

東京都外 蕨市（成人式発祥の地）、横浜市、川崎市、 

相模原市、千葉市、さいたま市、京都市、 

仙台市、高崎市等 

伊賀市 

 

３．その他の調査 

  平成３１年１月に日本財団が公表した「１８歳意識調査（第７回 成人式）」によると、

回答者の約７４％が成人式の実施年齢は２０歳がふさわしいと回答している。 

 （調査概要） ・調査期間  平成３０年１２月３日～６日 

        ・調査対象  全国の１７歳～１９歳の男女 

        ・回答数   ８００人 

        ・調査結果   

 

 

今までどおり２０歳とするのが良い ４４．７％ 

１８歳は受験勉強と重なるため２０歳が良い ７．２％ 

どちらでもよい １４．０％ 

法律に合わせて１８歳とするのが良い １９．０％ 

開催時期をずらせるなら、１８歳とするのが良い １０．０％ 

その他又は無回答 ５．０％ 

成人式は２０歳がよい ７４．０％ 

    １８歳がよい ２３．９％ 

その他 ２．１％ 

全体の 

約５２％が

２０歳での

開催が良い

と回答 

別紙１ 


